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お知らせ
・19 年度当初予算の概要
・根岸公園と沖ノ島公園に新トイレ完成



154億5,500万円

　歳入のトップは、市税の 60 億 8,298 万円。
税源移譲による増などで、前年度より 8.0％の
増を見込んでいます。
　これを市民１人あたりにすると11万9,876円、
１世帯当たりでは 27 万 7,483 円になります。
　次いで、地方交付税が 29 億 6,700 万円、国
庫支出金が 14 億 1,418 万円となっています。
　使い道が特定されず、市独自の政策に使える
市税や地方交付税などの一般財源は、118 億
5,521 万円で、歳入の 76.7％。
　一方、国・県支出金、市債など道路整備や教
育、福祉などに使い道が決められている特定財
源は、35 億 9,979 万円で、歳入の 23.3％となっ
ています。

市税がトップ
１人あたり市税負担額11万9,876円

市 民 税
固 定 資 産 税
都 市 計 画 税
市 た ば こ 税
軽 自 動 車 税
入 湯 税
特 別 土 地 保 有 税

計

25 億 9,070 万円
24 億 7,411 万円
4 億 9,633 万円
4 億  407 万円

9,538 万円
2,119 万円

120 万円
60 億 8,298 万円

県支出金
7 億 3,829 万円

地方消費税交付金
使 用 料・ 手 数 料
分 担 金・ 負 担 金
地 方 譲 与 税
そ の 他

計

5 億 6,300 万円
　3 億 5,684 万円
　1 億 8,527 万円
　1 億 6,800 万円

7 億 7,610 万円
20 億 4,921 万円

歳入

平成 19 年度

国庫支出金

11 億 3,180 万円

繰入金

市債

14 億 1,418 万円

　
平
成
19
年
度
の
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
館
山
市
の
財
政
状
況
は
、
市
税
収
入
に
税
源
移
譲
に
よ
る
増
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
扶
助
費
や
高
齢
者
医
療
制
度
の
改
正
な
ど
に
よ
る
経
費
の
増
加

に
よ
り
、大
幅
な
歳
出
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
予
算
は
、
市
民
が
安
全
安
心
に
生
活
で
き
る
た
め
の
生
活
基

盤
整
備
や
少
子
化
対
策
環
境
整
備
、
経
済
の
活
性
化
対
策
に
努
め
る
一
方
、

必
要
な
財
源
を
財
政
調
整
基
金
及
び
そ
れ
以
外
の
基
金
か
ら
の
借
入
れ
に
よ

り
確
保
す
る
と
い
う
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
り
ま
す
が
、
将
来
の
財
政
負
担

に
配
慮
し
、
地
方
債
残
高
（
借
入
金
残
高
）
は
抑
制
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

154
億
５
千
500
万
円
で
、
前
年
度
比
３・
５
％
、

５
億
２
千
300
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
は
、５
つ
の
会
計
で
169
億
９
千
763
万
円
で
、前
年
度
比
５・７
％
、

９
億
１
千
574
万
円
の
増
と
な
り
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額

は
324
億
５
千
263
万
円
で
、
前
年
度
比
４・
６
％
、
14
億
３
千
874
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
は
、
市
民
の
安
全
対
策
と
し
て
の
防
災
対
策
事
業
（
１
億
884
万

円
）、
雨
水
排
水
路
整
備
事
業
（
１
億
１
千
985
万
円
）、
那
古
小
学
校
校

一般会計当初予算

歳 入
154 億 5,500 万円

地方交付税
29 億 6,700 万円

　その他

市　税

舎
及
び
体
育
館
の
耐
震
補
強
事

業
（
２
億
６
千
105
万
円
）、
市
道

の
道
路
改
良
、
排
水
整
備
や
舗
装

補
修
を
行
う
道
路
新
設
改
良
事
業

（
２
億
１
千
899
万
円
）、
少
子
高
齢
化

対
策
と
し
て
の
元
気
な
広
場
建
設
事

業
（
503
万
円
）、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
整
備
事
業
（
４
千
878
万
円
）、

地
元
の
経
済
活
性
化
を
目
指
す
観
光

立
市
推
進
事
業
な
ど
で
す
。

　

問
合
せ
／
行
革
財
政
課
財
政
グ

ル
ー
プ
（
℡
22―
３
２
９
１
）
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10 億 7,154 万円



　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
68
億
７
千
102
万
円
、
前
年
度
比

較
９
億
２
千
307
万
円
、
15
・
５
％
の
増
で
す
。
歳
出
で
最
も
多
い
の
が
、
医
療
費
の

支
払
い
に
あ
て
る
保
険
給
付
費
で
、
46
億
６
千
648
万
円
。
歳
入
で
は
、
加
入
者
が
納

め
る
国
民
健
康
保
険
税
が
全
体
の
35
・
３
％
と
最
も
多
く
、
前
年
度
比
１・
５
％
増
の

24
億
２
千
277
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
を
対
象
に
し
た
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
55
億
３
千
273
万
円
。
歳
出
の
97
・

６
％
が
医
療
費
で
、
54
億
203
万
円
。
歳
入
は
、
国
民
健
康
保
険
、
社
会
保
険
な
ど
か
ら

の
拠
出
金
や
、
国
、
県
、
市
か
ら
の
支
出
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
対
象
は
、
75
歳
以

上
の
人
（
た
だ
し
、
昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
、
引
き
続
き
老
人
医
療

の
対
象
に
な
り
ま
す
。）
と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
を
持
つ
人
で
、
７
千
873
人
の
見

込
み
で
す
。
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
68
万
６
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
36
億
６
千
900
万
円
で
す
。
歳
出
で
最
も
多
い

の
が
、介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
払
い
に
あ
て
る
保
険
給
付
費
で
、34
億
５
千
335
万
円
。
歳
入
は
、

民生費が 30.7％でトップ
１人あたり　30 万 4,568 円

　歳出では、民生費がトップで全体の
30.7％を占めています。そのうち、生活
扶助などの生活保護費に 9 億 7,297 万
円、福祉手当などの障害者等扶助に５億
3,912 万円、制度が拡充された児童手当
に 2 億 8,064 万円など福祉・医療事業を
行います。
　全体の 11.5％を占める衛生費は、生活
習慣病予防対策事業などの健康増進や清
掃センターの管理運営などの環境施策を
行います。
　教育費は全体の 10.5％。那古小学校校
舎及び体育館の耐震補強事業に2億6,105
万円など、教育環境の整備を図ります。土
木費は、全体の 10.4％。道路の維持補修
や新設改良など、生活関連基盤の整備を行
います。

歳出
その他
商工・議会などに

5 億 4,939 万円

農林水産業費
農林水産業の振興に

4 億 2,607 万円
消防費

8 億 8,509 万円
消防活動に

19 億 6,191 万円
借入金の返済に

17 億 7,034 万円 一般的事務に使われるもの
どの費用にも該当しないもの

16 億 2,523 万円

学校教育・
社会教育の充実に

18 億 8,816 万円

歳 出

公債費

土木費16 億 250 万円

道路など
都市基盤整備に

民生費
福祉を推進する
ために

47 億 4,631 万円

衛生費
総務費

教育費

前年度比 3.5％
5 億 2,300 万円の増

154 億 5,500 万円

特
別
会
計
は

169
億
９
千

763
万
円

特
別
の
目
的
を
も
っ
て
、
独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
る
特
別
会
計
。

今
年
度
は
、
次
の
５
つ
の
会
計
に
な
り
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
や
、支
払
基
金
交
付
金
、国
、

県
、
市
の
負
担
金
や
繰
入
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
以
外
の
災
害
を
受
け
た
学
童
を
救
済
す

る
た
め
に
、
見
舞
金
を
支
給
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
と
も
に
166
万
円
で
す
。

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、９
億
２
千
322
万
円
で
す
。

　
第
２
期
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
汚
水
管
渠

の
実
施
設
計
、
築
造
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

老
人
医
療
に
54
億
円　
老
人
保
健

 

医
療
費
に
47
億
円　
国
民
健
康
保
険

 

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
35
億
円　
介
護
保
険

 

学
童
災
害
共
済
事
業

 
快
適
な
居
住
環
境
に　
下
水
道
事
業

　　　　　 平成 19 年度特別会計
会　計　名

国民健康保険
老人保健
介護保険
学童災害共済事業
下水道事業

合　　計

  予　算　額
68 億 7,102 万円
55 億 3,273 万円
36 億 6,900 万円
　　　　166 万円
　9 億 2,322 万円

　　169 億 9,763 万円

清掃・保健衛生・
上水道整備などに
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昨
年
度
は
、
特
定
の
地
番
に

係
る
農
地
法
第
４
、５
条
の
規
定

に
よ
る
許
可
申
請
書
に
つ
い
て
、

１
件
の
開
示
請
求
が
あ
り
ま
し

▼
開
示
請
求
の
対
象

　

開
示
請
求
の
対
象
は
、
平
成

16
年
10
月
１
日
以
降
、
実
施
機

関
（
市
長
、
教
育
委
員
会
、
監

査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
、
議
会
）

の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
ま

た
は
取
得
し
た
文
書
、
図
画
、

電
磁
的
記
録
で
、
組
織
的
に
用

い
る
も
の
と
し
て
、
実
施
機
関

が
保
有
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

平
成
10
年
４
月
１
日
か
ら
16

「
情
報
公
開
制
度
」
っ
て
ど
ん
な
制
度
？

年
９
月
30
日
ま
で
の
間
は
、
実

施
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成

し
、
ま
た
は
取
得
し
た
文
書
、

図
画
、
写
真
、
フ
ィ
ル
ム
で
、

決
裁
、
供
覧
な
ど
の
手
続
き
が

終
了
し
、
実
施
機
関
が
管
理
し

て
い
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

▼
開
示
請
求
が
で
き
る
人

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
が

あ
る
個
人
、
法
人
、
そ
の
他
の

団
体

③
市
内
の
事
務
所
や
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
人

④
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い

る
人

⑤
市
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
人

⑥
実
施
機
関
が
行
う
事
務
事
業
に

利
害
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

人▼
開
示
請
求
の
方
法

　

総
務
課
内
の
総
合
窓
口
で
、

所
定
の
開
示
請
求
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
し
ま
す
。

▼
開
示
請
求
に
対
す
る
決
定

　

開
示
請
求
を
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
、
15
日
以
内
に
開
示
す

る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

　

開
示
で
き
な
い
場
合
は
そ
の

理
由
を
、
ま
た
そ
の
理
由
が
無

く
な
る
期
日
が
明
ら
か
な
場
合

は
、
そ
の
日
も
併
せ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
開
示
の
方
法

　
「
公
文
書
開
示
決
定
通
知
書
」

な
ど
で
指
定
し
た
日
時
、
場
所

で
、
公
文
書
の
閲
覧
や
写
し
の

交
付
を
行
い
ま
す
。

▼
手
数
料

　

こ
の
制
度
に
基
づ
く
公
文
書

の
閲
覧
、
写
し
の
交
付
に
は
手

数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
閲
覧
／
１
件
に
つ
き
300
円

　

写
し
の
交
付
／
１
枚
に
つ
き

白
黒
10
円
、
カ
ラ
ー
100
円
（
フ

ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
や
光
デ
ィ

ス
ク
、
録
音
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

　個人情報とは、氏名、住所、生年月日、職業、収入、
財産など個人に関するあらゆる情報で、特定の個人を
識別できるものをさしています。
　市では、市が個人情報を収集したり、利用したりす
ることについて、基本的なルールを個人情報保護条例
で定めています。
　この条例では、市が保有する自分の情報を見たり（開
示請求）、誤りを訂正したり（訂正請求）、不適切な利
用を停止したり（利用停止請求）できるようになって
います。個人情報を適切に取り扱うことで、市民の権利・
利益を保護し、公正で信頼される市政を推進すること
を目的としています。
　昨年度は、３件の開示請求があり、部分開示決定１件、
非開示決定（文書不存在）１件、取り下げ１件でした。

な
ど
に
複
写
す
る
場
合
も
費
用

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。）

▼
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合

　
請
求
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が

あ
る
場
合
は
、
行
政
不
服
審
査
法

に
よ
り
、
実
施
機
関
に
異
議
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
開
示
状
況

個人情報の保護

館山市の情報公開・個人
情報保護制度については、
総務課行政管理グループ

（℡ 22 － 3218）まで

？？

た
が
、
非
開
示
決
定
（
文
書
不

存
在
）
を
し
ま
し
た
。
こ
の
決

定
に
対
す
る
異
議
申
立
て
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
情
報
公
開
制
度
は
、「
館
山
市
情
報
公
開
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
が
保
有
す
る
公
文
書
を
市

民
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
開
示
す
る
制
度
で
す
。
市
民
の
市
政
へ
の
参
加
を
進
め
、
よ
り
開
か

れ
た
市
政
を
実
現
す
る
よ
う
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
制
度
の
内
容
と
昨
年
度
の
開
示
請
求
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
総
務
課
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
（
℡
22―

３
２
１
８
）
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市
民
の
「
知
り
た
い
」
に
応
え
ま
す



　

船
形
地
区
の
根
岸
公
園
と
沖
ノ
島
公
園
に
公
衆
ト
イ
レ
を

新
設
し
ま
し
た
。

　

両
公
園
の
ト
イ
レ
は
老
朽
化
が
進
み
、
利
用
者
か
ら
「
ニ

オ
イ
が
臭
い
」「
中
が
暗
く
て
怖
い
」
と
い
っ
た
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
た
め
、
平
成
18
年
度
事
業
で
建
て
替
え
た
も
の

で
す
。

　
問
合
せ
／
都
市
計
画
課
施
設
グ
ル
ー
プ
（
℡
22―

３
６
１
０
）

明
る
く
て
清
潔

根
岸
公
園
と
沖
ノ
島
公
園
に
新
ト
イ
レ
完
成

幅
広
い
年
齢
層
が
利
用
し
や
す
い
・
・
・
根
岸
公
園

地
球
に
や
さ
し
い
バ
イ
オ
ト
イ
レ
・
・
・
沖
ノ
島
公
園

　

根
岸
公
園
の
ト
イ
レ
は
、
高

齢
者
や
幼
児
・
児
童
の
利
用
が

多
い
た
め
、
幅
広
い
年
齢
層
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
多
目
的
ト

イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

以
前
の
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ

か
ら
水
洗
ト
イ
レ
に
変
更
し
、

子
供
用
の
便
座
や
オ
ム
ツ
替
え

台
、
入
口
に
は
身
体
障
害
者
用

の
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
ま
し
た
。

▲誰もが利用しやすい根岸公園のトイレ

　
近
年
、
体
験
型
観
光
を
目
的
と

し
た
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る

沖
ノ
島
公
園
に
は
、
電
気
と
水
道

の
設
備
が
あ
り
ま
せ
ん
。
新
た
に

建
設
し
た
ト
イ
レ
は
、
水
洗
式
で

も
汲
み
取
り
式
で
も
な
い
、
微

生
物
の
力
を
利
用
し
た
バ
イ
オ

ト
イ
レ
で
す
。

　

バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
、
排
泄
物

の
処
理
に
水
を
一
切
必
要
と
せ

ず
、
微
生
物
が
発
酵
分
解
す
る

自
己
処
理
型
の
ト
イ
レ
で
す
。

　

ト
イ
レ
の
概
要
／
木
造
平
屋

建
て
14・
08
㎡
。
大
便
器（
和
式
）

１
基
、
小
便
器
１
基
、
多
目
的

ト
イ
レ
（
洋
式
便
器
、
オ
ム
ツ

替
え
台
）
１
基
を
設
置
。

▲沖ノ島公園に建設されたバイオトイレ

　

ト
イ
レ
内
外
の
照
明
や
排
泄

物
の
分
解
を
促
進
さ
せ
る
ヒ
ー

タ
ー
な
ど
に
使
う
電
気
は
、
屋

根
に
取
り
付
け
ら
れ
た
24
枚
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
で
発
電
し
た
も

の
を
、
手
洗
い
用
の
水
は
、
雨

水
を
タ
ン
ク
に
た
め
て
竹
炭
で

浄
化
し
た
も
の
を
使
用
し
ま
す
。

　

ト
イ
レ
の
概
要
／
鉄
骨
平
屋

建
て
９・
61
㎡
。
大
便
器（
洋
式
）

２
基
、
小
便
器
２
基
を
設
置
。

排泄物は微生物が分解　～沖ノ島公園トイレ～

　バイオトイレの原理は、生ごみを堆肥化する生ごみ処理機と同じ
で、微生物の働きによって排泄物を分解します。 ▼写真１
　便槽の中には、おがくずと微生物を
混ぜたそば殻（写真１）が入っていま
す。トイレ使用後にスイッチを押すと
スクリューが回転し、排泄物をかき混
ぜます（写真２）。便槽内の微生物の働
きで排泄物を発酵させ、水と炭酸ガス
に分解します。
　使用済みのそば殻は、土壌肥料とし
て使用することができます。
　

　微生物が分解できないビニール類な
どは、絶対に捨てないでください。ま
た、タバコの吸殻などは厳禁です。

▼写真２

使用するときは注意して！
たい肥として利用できる

水 炭酸ガス

↑ ↑
発酵・分解

微生物微生物微生物 微生物 微生物

微生物微生物微生物 微生物

トイレ
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60
歳
未
満
で
年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
し
、
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
付

加
保
険
料
加
入
者
）
で
あ
る
こ

と
が
、
加
入
の
要
件
で
す
。

　

農
業
者
年
金
納
付
額
は
全
額

保
険
料
控
除
に
な
り
、
所
得
税･

市
県
民
税
な
ど
の
節
税
に
な
り

ま
す
。

　

問
合
せ
／
農
業
委
員
会
（
℡

22―

３
５
３
９
）

　

新
農
業
者
年
金
は
、
自
分
で

納
付
し
た
額
は
自
分
で
受
給
で

き
る
積
立
方
式
で
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者

年
金
の
現
況
届
の
取
り
ま
と
め

を
各
地
区
に
出
向
い
て
行
い
ま

す
。

　

届
出
が
必
要
な
人
は
、
現
在

受
給
し
て
い
る
人
と
、
新
た
に

平
成
18
年
６
月
30
日
ま
で
に
受

給
の
決
定
通
知
が
あ
っ
た
人
で

す
。 ６

月
か
ら
受
付
開
始 

農
業
者
年
金
の
現
況
届

　

現
況
届
の
提
出
期
限
は
６
月

29
日
（
金
）
で
す
。

　

現
況
届
は
、
農
業
者
年
金
基

金
か
ら
直
接
、
本
人
宛
に
送
付

さ
れ
る
の
で
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
提
出
し
ま
す
。
代
理
人

が
記
入
す
る
場
合
は
、
代
理
人

の
欄
も
記
入
し
ま
す
。

　
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
者
は
、

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

受
給
者
本
人
と
後
継
者
・
第
三

者
の
認
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
後
継
者
が
市
外
在
住
の
場

合
は
、
農
業
所
得
が
確
認
で
き

る
書
類
が
必
要
で
す
。

　

出
張
受
付
の
日
程
及
び
会
場

は
表
の
と
お
り
で
す
。
６
月
１

日
以
降
は
、
農
業
委
員
会
で
も

受
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
経
営

移
譲
年
金
の
届
出
を
市
役
所
で

行
う
場
合
は
、
出
張
日
を
避
け

て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
農
業
委
員
会
（
℡

22―

３
５
３
９
）

 対象地区
神余
豊房
館野
北条･館山
西岬
神戸
那古･船形
九重

　 　会　場
神余青年館
ＪＡ安房豊房支店
ＪＡ安房館野支店
ＪＡ安房北条支店
西岬東地区公民館
ＪＡ安房神戸支店
那古地区公民館
九重地区公民館

６月 5 日（火）

６月7日（木）

▼農業者年金現況届の出張受付の日程

  9:00 ～ 10:00
10:30 ～ 11:30
13:30 ～ 16:00
  9:00 ～ 10:00
10:30 ～ 11:30
13:30 ～ 16:00
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:30

　 日　　程

６月 6 日（水）

◆トラクター･耕運機による耕運料金

区　分
水田作業
畑作業
果樹収穫

標準賃金
6,000 円
5,500 円
5,500 円

備　考

1 日あたり
※実労働時間 8 時間

備　考
① 10アールあたり
②人付耕運深度
　　　 15 ㎝以上

区　分
水田耕起
くれ返し
代かき

ほ場整備水田
15,000 円

※ 30 アール整
田を基準とする

従前の水田

23,000 円

備　考
① 10 アールあたり
②人付　③結束用縄を含む

10 アールあたり

成苗 1 箱あたり

区　分
バインダー
コンバイン
ハーベスタ
機械植え
育苗

料　金
8,000 円

16,300 円
8,000 円
7,000 円

800 円

◆機械刈取等料金

　農作業委託の参考にお知らせします。
　問合せ／農業委員会（℡ 22 － 3539）

平成 19 年度農作業標準賃金

平
成
19
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
の

招
集
予
定
日
は
６
月
15
日
（
金
）
で
す

　

現
在
、
市
が
補
助
金
運
行
し

て
い
る
廃
止
代
替
バ
ス
丸
線（
大

井
細
田
～
三
芳
経
由
～
館
山
駅
）

と
平
群
線
（
平
群
車
庫
～
三
芳

経
由
～
館
山
駅
）
の
一
部
区
間

を
路
線
変
更
す
る
申
請
が
千
葉

運
輸
支
局
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

変
更
予
定
区
間
は
、
八
幡
神

社
前
か
ら
館
山
ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ

構
内
へ
の
乗
り
入
れ
区
間
１・６

㎞
で
す
。
実
施
日
は
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
企
画
課
政
策
グ

ル
ー
プ
（
℡
22―

３
１
４
７
）

　6 月 1 日は、人権擁護委員法が施行された日です。
　館山人権擁護委員協議会では、「特設人権相談所」
を開設します。
　日時／ 6 月 4 日（月）10:00 ～ 15:00
　場所／菜の花ホール･若潮ホール･館山地区公民館
　問合せ／福祉課（℡ 22 － 3492）

特設人権相談所 丸
線
・
平
群
線
で

一
部
路
線
変
更
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ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
郵

送
に
よ
る
申
請
の
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。

ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
普
及
促
進
運
動

を
展
開
し
ま
す
。

　

日
時
／
６
月
１
日
（
金
）
午

後
２
時
か
ら

　

場
所
／
千
葉
県
文
化
交
流
プ

ラ
ザ
（
千
葉
市
中
央
区
富
士
見

１―
３―
２
）

　

消
防
署
や
市
が
、
直
接
「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
な
ど
を
訪

問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
特
定
の
業
者
に
商

品
を
あ
っ
せ
ん
し
た
り
、
販
売

を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

６
月
１
日
は
千
葉
県
住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及
促
進
デ
ー

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
！

　

住
宅
火
災
で
は
、「
逃
げ
遅

れ
」
に
よ
っ
て
多
く
の
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
減

少
を
目
的
と
し
て
、
す
べ
て
の

住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
新
築
住
宅
は
昨
年
６
月
１

日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
、
安
房

郡
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
平

成
20
年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置

す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

千
葉
県
消
防
長
会
は
、
平
成

19
・
20
年
の
６
月
１
日
を
「
千

葉
県
住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及

促
進
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

今
年
は
、
総
務
省
消
防
庁
主
催

の
住
宅
防
火
対
策
推
進
シ
ン
ポ

平
成
19
年
度
住
宅
防
火

対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意

ん
。「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、

は
っ
き
り
断
る
勇
気
が
必
要
で

す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
、
住
宅

用
消
火
器
な
ど
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
対
象
商
品
で
す
。
購
入
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
千
葉
県
消

費
者
セ
ン
タ
ー
（
℡
047―

434―

０
９
９
９
）
な
ど
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
安
房
郡
市
消
防
本

部
予
防
課
（
℡
22―

２
２
３
５
）

 ※雨や風の強い日は、巡回を
   中止することがあります。

いい本あるある!

純真保育園前
温水プール前
稲原集会所前
崖観音下
船形小学校
( 船形地区公民館 )
那古小学校
光風苑前
大賀自衛隊官舎
香浅間神社
西岬東地区公民館
館山小学校
西岬小学校
房南保育園
大田区立館山さざなみ学校
安房神社鳥居前
相浜漁協前
中里ワークホーム
神戸小学校
富崎小学校
館野保育園
腰越延命院前
九重駅前
安房医師会病院保育所
館野小学校
九重小学校

（九重保育園）
神余小学校
豊房小学校
豊房幼稚園

駐　車　場
10:20 ～ 11:00
11:10 ～ 11:30
13:45 ～ 14:00
14:10 ～ 14:25
14:40 ～ 15:40

12:40 ～ 13:10
10:10 ～ 10:25
10:35 ～ 11:05
11:15 ～ 11:30
13:40 ～ 14:00
14:20 ～ 15:40
12:40 ～ 13:10
 9:50 ～ 10:20
10:35 ～ 11:05
11:15 ～ 11:35
13:25 ～ 13:45
14:00 ～ 14:30
14:40 ～ 15:40
12:40 ～ 13:10
10:20 ～ 11:00
13:20 ～ 13:35
13:45 ～ 14:00
14:10 ～ 14:20
12:40 ～ 13:10
14:40 ～ 15:40

12:40 ～ 13:10
14:40 ～ 15:40
13:30 ～ 14:00

時　間６月

5

6

12

13

14

開
館
時
間
を
延
長

市
図
書
館

　

６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
毎
週

木
曜
日
に
限
り
、
午
後
６
時
ま

で
開
館
し
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
21
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
は
、
休
館
日
（
月
曜

日
と
第
４
金
曜
日
）
を
除
き
、

毎
日
午
後
６
時
ま
で
開
館
し
ま

す
。

　

問
合
せ
／
市
図
書
館
（
℡
22

―

０
７
０
１
）

下
水
道
排
水
設
備
の
指
定
工
事
店

　

公
共
下
水
道
排
水
設
備
に
係

る
指
定
工
事
店
の
登
録
及
び
更

新
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
申
請
期
間
／
６
月
20
日
（
水
）

～
29
日
（
金
）
土
日
を
除
く

　

登
録
及
び
更
新
料
／
７
千
500

円
　
指
定
要
件
／
①(

社)

日
本
下

水
道
協
会
千
葉
県
支
部
に
登
録

し
た
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
が
１
人
以
上
専
属
し

て
い
る
こ
と
。
②
下
水
道
排
水

設
備
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設

備
と
機
材
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③
県
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と
。

　
申
請
場
所
／
下
水
道
課（
鏡
ヶ

浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

※
申
請
書
類
は
、
下
水
道
課
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

早
め
に
接
続
し
て

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
供
用

開
始
さ
れ
て
い
る
区
域
に
住
ん

で
お
り
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続

し
て
い
な
い
人
に
、
早
期
の
接

続
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

接
続
工
事
に
対
す
る
補
助
金

は
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内

の
工
事
が
対
象
で
す
。

　

問
合
せ
／
下
水
道
課
管
理
グ

ル
ー
プ
（
℡
22―

３
６
６
１
）
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問合せ／館山市図書館
       （℡ 22 － 0701）

移動図書館「わかしお号」
　　　   ６月の巡回場所



　内容／全部で 107講座。メニューの中から、好きな講座をお選びください。
　対象／市内在住・在勤・在学の 10人以上の市民グループ。
　開催日時／午前９時から午後９時まで。１講座、１時間以内。（国民の祝日、年末年始は除く）
　ただし、市民ボランティアが講師の場合は、その限りではありません。
　会場／市内（公民館、集会所、学校など）
※会場の確保、当日の進行は申込者側で行ってください。
　費用／無料。ただし、市民ボランティアが講師の場合は、教材費などが必要になる場合があります。
　申込／希望日の 20日前までに、申請書を提出してください。申請書は、市のホームページから
ダウンロードできます。
※営利を目的としたり、個別の相談・要望など、出前講座の趣旨に合わない場合は、実施できない
ことがあります。

様々なジャンル　全部で107講座

◆市民ボランティアが講師のメニュー

101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125

講座№ 講座№
サンゴが生きている東京湾
珊瑚水（沼サンゴ層）
ウミホタル観察会
海岸浴のすすめ
南房総　海からの贈り物
沖ノ島　海底縄文遺跡
凧作り　凧揚げ　凧の話
生け花指導
尺八入門講座
和服の着付け　ＴＰＯ　マナー
着物についての歴史　産地　着付け方
折り紙
食育・健康「食は命・楽しい食事」
生活習慣病予防のための食育教室
指圧
「広報」について
オリジナル絵本作り
造園一般
防災
子育て講座（子育て支援）
やさしい英会話
生活の中のカタカナ語
房総の民話（房州弁も可）
読み聞かせ
パネルシアター

講　座　内　容 講　座　内　容
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149

語り
海外での「こぼれ話」
紙芝居
わらべうた
古い童謡
手あそび
家族の癌と困難を乗り越えるお嫁さん術
車椅子フォークダンスレクダンス
介護について（家庭介護）介護者教室
生き方、暮らし方（自分らしい生き方）
認知症を支える家族の生き方
草木染め
押し花
絵手紙
ボランティア入門講座
茶道
華道
男女共同参画社会
詩吟入門講座
和紙押絵
調理
手話
太極拳
気功
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生涯学習出前講座 でまえ・いっしょ
　生涯学習出前講座「でまえ・いっしょ」は、市職員や市民
ボランティアが講師として出向き講座を開く制度で、平成 12
年度から実施しています。
　出前講座では、市政、防災、産業、環境など様々なジャン
ルの講座を用意しています。
　問合せ／生涯学習課社教文化グループ（℡ 22－ 3698）

◆出前講座「でまえ・いっしょ」のメニュー
講　　座　　名 講　　座　　名分　類 分　類№ №

行財政改革の取組
広報紙・学校新聞づくり※
国際交流講座※
館山市総合計画の概要
たてやまのNPO
男女共同参画
情報公開制度とは
個人情報保護制度とは
議会の傍聴
議会って※
たいせつな選挙※
館山市の財政事情
わかりやすい税のはなし※
市民課窓口業務
監査制度のあらまし
みなとまちづくり
すくすく子育て講座
女性のための健康講座
高齢者健康講座
栄養講座※
生活習慣病予防講座
防災講座※
地震体験講座※
防火対策講座※
救急講習
障害者の福祉サービス
少子化対策・子育て支援
介護保険について
国民健康保険講座
国民年金講座

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

館山の観光について※
悪質商法にご用心
館山市の農業・水産業について※
農業委員会の仕事とは
農地転用のあらまし
館山市の伝統工芸品「房州うちわ」※
小中学生向け地球温暖化対策と新エネ
ルギー講座
ごみの減量とリサイクル
館山市のごみはどう処理するの？※
きれいな川にするために※
下水道のはなし※
家を建てるときの手続き
都市計画とまちづくり
教育委員会はどんな仕事をするところ※
キャリア教育とは
スポーツ施策の現状
青少年の健全育成
図書館のおはなし※
子育て講座
公民館って何をするところ※
発掘のはなし※
文化財ってな～に？※
古代の海上交通とたてやま※
戦争遺跡のはなし※
戦国時代のお城とまち※
八犬伝物語※
あの人の話を聞きたい
市長と語ろう

31
32
33
34
35
36
37

38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58

産業

環境

建築
都市計画

教育

歴史

特別

観光
消費生活

福祉

救急
消防
防災

市政

健康

※は小・中学校でも利用できます。

市職員や市民ボランティアがおじゃまします！
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古
紙
類
と
は
、
新
聞
（
チ
ラ
シ
含
む
）、
雑
誌
（
漫
画
、
週
刊
誌
、
カ

タ
ロ
グ
、
単
行
本
、
百
科
事
典
、
教
科
書
、
ノ
ー
ト
）、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の

こ
と
で
す
。

　
館
山
市
・
南
房
総
市
と
日
産
自
動
車
株
式
会
社
は
４
月
18
日
、
館

山
市
役
所
で
「
カ
ー
ナ
ビ
・
地
域
観
光
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
共
同

開
発
を
目
的
と
し
た
覚
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
全
国
初
の
取
り
組
み
と
な
る
こ
の
事
業
は
、
日
産
の
最
新
カ
ー
ナ

ビ
向
け
情
報
配
信
に
関
す
る
技
術
と
、
両
市
の
持
つ
地
域
観
光
情
報

を
ベ
ー
ス
に
、
よ
り
快
適
で
楽
し
い
観
光
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。

　
問
合
せ
／
商
工
観
光
課
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
（
℡
22―

２
５
４
４
）

　
こ
の
観
光
案
内
サ
ー
ビ
ス
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
端

末
に
情
報
を
配
信
す
る
「
Ｒ
Ｓ

Ｓ
」
の
仕
組
み
を
利
用
し
、
両

市
が
推
奨
す
る
観
光
ド
ラ
イ
ブ

コ
ー
ス
を
日
産
の
カ
ー
ナ
ビ
向

け
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
カ
ー
ウ
イ

ン
グ
ス
」
を
通
じ
て
提
供
し
、

ド
ラ
イ
ブ
中
に
観
光
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
音
声
案
内
す
る

も
の
で
す
。
ド
ラ
イ
ブ
中
に
市

内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
近
づ
い

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
最

新
情
報
を
配
信
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

調
印
式
に
は
金
丸
市
長
、
石

井
裕
南
房
総
市
長
、
日
産
自
動

車
カ
ー
ナ
ビ
開
発
担
当
の
小
泉

雄
一
氏
が
出
席
し
、
覚
書
に
調

印
し
ま
し
た
。
金
丸
市
長
は
、

「
全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
で

あ
り
、
館
山
自
動
車
道
の
全
線

開
通
も
目
前
に
控
え
て
タ
イ
ム

リ
ー
な
事
業
で
す
。
今
後
は
安

房
地
域
全
体
に
も
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
産
自
動
車
が
両
市
を
選
ん

だ
理
由
は
、
い
ず
れ
も
Ｉ
Ｔ
に

積
極
的
に
取
り
組
み
様
々
な
情

報
を
ネ
ッ
ト
配
信
し
て
い
る
こ

と
や
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
性
が
良
い
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。８
月
を
目
処
に
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

　

本
年
度
、
館
山
市
と
南
房
総

市
で
は
、
観
光
客
へ
の
情
報
提

供
高
度
化
の
た
め
、
国
土
交
通

省
が
全
国
31
地
域
で
実
証
実
験

を
行
う
「
ま
ち
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
ま
ち
ナ
ビ
）」
の
実
施
地

域
に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
両

事
業
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

様
々
な
観
光
情
報
を
集
約
し
た

総
合
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構

築
す
る
な
ど
、
広
域
的
な
観
光

振
興
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で

す
。

▲日産自動車小泉氏、金丸市長、石井南房総市長

▲観光情報案内（イメージ）日産自動車提供

シ
リ
ー
ズ　
環
境
Ｑ
＆
Ａ
⑭

　
問
合
せ
／
環
境
課
（
℡
22―

３
３
５
４
）

【
回
答
】
平
成
19
年
環
境
美
化
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載
さ
れ

た
指
定
日
の
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
時
間
を
守
ら
な
い
と
、
回
収
漏
れ

の
原
因
と
な
り
、
地
域
の
方
々
に
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
必

ず
出
す
時
間
を
守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

古
紙
類
は
ど
の
よ
う
に
出
す
の
で
す
か
？

　

新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル

は
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
、
ひ
も
で

縛
る
な
ど
飛
ば
な
い
よ
う
に
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
の

場
合
に
は
、
古
紙
類
が
濡
れ
な

い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で

覆
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

古
紙
類
は
、
再
利
用
可
能
な

貴
重
な
資
源
で
す
。
燃
せ
る
ゴ

ミ
と
は
一
緒
に
し
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▲種類別にひもなどで縛って搬出
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初 

カ
ー
ナ
ビ
で
旬
の
観
光
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

館
山
市
・
南
房
総
市
と
日
産
自
動
車
が
共
同
開
発
に
調
印

　古紙類の回収は新聞、雑誌、
ダンボールを別々に回収して
います。回収の時間帯もそれ
ぞれ違います。例えばダン
ボールを先に回収した場合、
ステーションに雑誌、新聞が
残っていますが、回収漏れで
はありません。
　また、雑誌、新聞がステー
ションにあってもダンボール
は既に回収済みの時間帯があ
ります。その時間帯にダン
ボールを出しますと最終的に
回収漏れの原因になります。
　すべての古紙を指定日の午
前８時 30 分まで出すように
ご協力をお願いします。

古紙は種類別に回収します！



　
　

　
館
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
わ
か
し
お
の
会
員
は
、
自
分
の
好

き
な
と
き
に
何
種
類
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
。
現
在
、
新
規
会
員
募

集
中
。体
験
参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

※クラブわかしお定期スポーツ教室は、生涯学習課主催「子ども市民大学」の対象教室になっています。

健康体操
タップダンス
セルフリフレクソロジー
ヨット

誰でも
誰でも
誰でも
予約制

クラブわかしお定期スポーツ教室 19 年６月の活動予定　問合せ／スポーツ課（℡ 22 － 3696）

ウォーキング
エアロビクスダンス
野球塾
バレーボール
ソフトバレーボール
ビーチボールバレー
卓球
バドミントン
グラウンドゴルフ
水泳
ヒップホップダンス
キッズサッカー
女子フットサル
軟式野球

ソシアルダンス

南総文化ホール前
若潮ホール
市民体育館
市民体育館
市民体育館
市民体育館
市民体育館
市民体育館
中央公園
温水プール
渡辺ダンススタジオ
市民運動場
市民運動場
館山小学校校庭

　　　　種　　目　　　　　 対　　象　　　　活　動　日         　 時　　間　　　　会　　　場
誰でも
誰でも
小学生以上
小学生以上
小学生以上
小学生以上
小学生以上
小学生以上
誰でも
成人
誰でも
就学前の親子
小学生以上
小学生以上

誰でも

13:00 ～ 16:00
13:00 ～ 16:00
13:00 ～ 16:00
19:00 ～ 21:00
19:00 ～ 21:00
14:00 ～ 15:30
19:30 ～ 20:45
19:00 ～ 20:00
  9:00 ～ 11:30

19:00 ～ 20:00
19:30 ～ 20:45
19:00 ～ 21:00
19:00 ～ 20:30
19:00 ～ 20:30
19:00 ～ 20:30
19:30 ～ 21:15
19:30 ～ 21:15
13:00 ～ 15:00
15:30 ～ 16:30
19:00 ～ 20:30
16:30 ～ 18:00
16:30 ～ 18:00
  8:00 ～ 10:00

８日、22 日（金）
12 日、26 日（火）
４日（月）
２日（土）
９日（土）
16 日（土）
13 日、27 日（水）
６日、20 日（水）
1 日、8 日、15 日、22 日、29 日（金）
1 日、8 日、15 日、22 日、29 日（金）
要問合せ
３日、17 日（日）
３日、17 日（日）
3 日（日）、9 日、16 日（土）

お知らせ
※金曜日のソシアルダンスは、初心者対象教室になります。

　豊津ホール
　
　
   
　
　若潮ホール
　若潮ホール
　若潮ホール
　水産ヨットハーバー

若潮ホール

日曜日（14:00 ～ 16:00）

※新種目、野球塾（本気で野球が上手になりたい人のための野球教室）が始まります。基礎体力の向上、　
　バドミントンのシャトルを使ったティー打撃、ボールを使っての動き作り、身体のケアなどを行います。
　グローブとバットを持参してください。
※キッズサッカー・女子フットサルの時間が 16：30 ～ 18：00 に変更になりましたのでご注意ください。
※館山ファミリースポーツクラブ ” わかしお ” のブログ「わかしお日記」を開設しました。
　http://yaplog.jp/wakashio/ にアクセスしてください。クラブライフのさまざまな活動が分かります。

名の指導員が基礎から丁寧に教えています。ＰＴＡ主催で活動して
いるため、親子の交流・話し合いを重視しています。保護者の方も
ぜひ一緒に参加してください！

館
山

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

『
わ
か
し
お
』
会
員
募
集
中
！
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活動協力団体紹介

団体名：ハング・オン・クラブ
種目：卓球
活動日：月曜日・金曜日（18:00 ～ 20:00）

会場：船形小学校体育館
活動紹介：小学生以上を対象に、中学・高校でも続けられるよう、３

5 日、12 日、19 日、26 日（火）
7 日、14 日、21 日、28 日（木）

1 日、8 日、15 日、22 日、29 日（金）
４日、11 日、18 日、25 日（月）
５日、19 日（火）
８日（金）
２日、９日、16 日（土）

6 日、13 日、20 日、27 日（水）



　
中
央
公
民
館
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
守
り
伝
え
て
い
く
後
継
者
と
な

る
べ
き
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、「
ふ
る
さ
と
講
座
」
を
開
講
し
ま

す
。

　
「
ふ
る
さ
と
講
座
」
は
、「
基
礎
コ
ー
ス
」
と
少
人
数
制
の
「
専
門

コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
が
あ
り
、
受
講
生
の
学
習
意
欲
や
興
味
関
心

に
応
じ
て
、
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
専
門
コ
ー
ス
」
を
受
講
し
て
い
る
人
は
、
学
習
と
調
査
に
よ
る

　　
基
礎
コ
ー
ス
は
、
学
ぶ
喜
び
、

自
分
の
目
標
を
見
出
す
こ
と
を

目
的
に
、「
歴
史
」「
自
然
」「
生

活
」
に
つ
い
て
、
現
地
学
習
を

取
り
入
れ
な
が
ら
学
び
ま
す
。

　

講
義
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
現
地

学
習
は
、
23
人
乗
り
の
生
涯
学

習
バ
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、

現
地
集
合
を
原
則
と
し
ま
す
。

　
講
師
の
都
合
や
天
候
な
ど
で
、

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り

　

場
所
／
講
義
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室（
た

だ
し
、
初
回
は
集
団
指
導
室
）

　

参
加
費
／
無
料
（
現
地
学
習

に
参
加
す
る
人
は
、
傷
害
保
険

料
と
し
て
100
円
程
度
を
当
日
徴

収
）

　

対
象
／
市
民
お
よ
び
市
内
在

勤
の
人

　
定
員
／
150
人

　

問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公

民
館
（
℡
23―

３
１
１
１
）

ふ
る
さ
と
講
座
（
基
礎
コ
ー
ス
）

ふ
る
さ
と
講
座

▼ふるさと講座（基礎コース）の日程

地
域
の
情
報
を
語

り
広
げ
る
「
ふ
る

さ
と
の
語
り
部
」

や
、「
ふ
る
さ
と
百

科
た
て
や
ま
大
事

典
」
に
必
要
な
情

報
を
提
供
す
る
「
ふ

る
さ
と
調
査
員
」

と
し
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

自　然

生　活 開講式・第 5 栄丸（元千葉県遠洋漁業
指導船ふさ丸）の座礁と解体　―講義―
南房総の河川と谷津と里山と
―講義―

「語り部」実践発表　（1）

戦時中の館山海軍航空隊のプロ
フィル　―講義―

「語り部」実践発表　（2）

白間津大祭の芸能と伝承
―講義・現地―

南房総の海岸植物生育地の観察
―現地―

布良の民俗　―講義―

テーマ日　程
5 月 29 日（火）

10：00 ～ 11：30
6 月 26 日（火）

10：00 ～ 11：30

7 月 27 日（金）
10：00 ～ 16：00
8 月 16 日（木）

10：00 ～ 11：30

9 月 18 日（火）
10：00 ～ 11：30

10 月 30 日（火）
10：00 ～ 15：30

11 月 16 日（金）
9：00 ～ 16：00

10 月 11 日（木）
10：00 ～ 11：30

7 月 13 日（金）
9：00 ～ 16：00

農学博士　森岡　節夫  氏

千葉県郷土史研究連絡協議会
常任理事　  大場　俊雄  氏

語り部コース受講生の皆さん

元東京海洋大学助教授
　　　　　小池   康之  氏

語り部コース受講生の皆さん

安房生物愛好会会長
　　　　　山井   　廣  氏

分　野

館山湾の環境特性と生物（磯の生物
観察の手引き）　―講義―

鏡ヶ浦八景と歴史景観　―講義―

安房の石塔　―現地―

1 月 18 日（金）
10：00 ～ 11：30

補陀落山那古寺と鶴ヶ谷八幡神社
―講義―

安房博物館客員研究員　　
　　　　　田村   勇  氏

講　師

生　活

語り部

生　活

歴　史

自　然

歴　史

歴　史

歴　史

自　然

生　活

館山地域史研究会会長
　　　　　川村   　巌  氏

12 月 19 日（水）
10：00 ～ 11：30

11 月  5 日（月）
10：00 ～ 11：30

8 月 31 日（金）
10：00 ～ 11：30

那古地区における三山信仰の特質　
―講義・現地―

武蔵大学人文学部講師
　　　　　　小野   博史  

館山市立博物館主任学芸員
　　　　　岡田   晃司  氏
館山市文化財審議会会長
　　　　　對馬   郁夫  氏

千葉県文化財保護協会理事
　　　　　早川   正司  氏

館山市文化財保護協会会長
　　　　　佐野   邦雄  氏

学習をステップアップ基礎コースと専門コース
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集募

語り部



　

専
門
コ
ー
ス
は
、
少
人
数
制

の
ゼ
ミ
形
式
で
、
受
講
生
が
学

び
た
い
講
師
を
選
ん
で
受
講
し
、

ふ
る
さ
と
講
座
（
専
門
コ
ー
ス
）

テ
ー
マ
を
決
め
て
学
習
し
、
知

識
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　
日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り

　
参
加
費
／
無
料（
現
地
学
習
は
、

傷
害
保
険
料
な
ど
を
自
己
負
担
）

　

対
象
／
市
民
お
よ
び
市
内
在

勤
の
人

　
締
切
／
５
月
24
日
（
木
）

　

問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公

民
館
（
℡
23―

３
１
１
１
）

▼ふるさと講座（専門コース）の講師陣
分野 講　師 内　　容

自　
然

農学博士　　
　　　　森岡節夫氏

安房生物愛好会
会長　　山井　廣氏

県郷土史研究連絡協議会
常任理事　大場俊雄氏

館山市文化財審議会
会長　　對馬郁夫氏

生　
活

市立博物館主任学芸員
　　　　岡田晃司氏

歴　
史

語
り
部

「たてやま」の歴史伝承や生
活文化を自分の目で探し、
学び、学校や市民学習や観
光ボランティアとして、多
くの人たちに自分の言葉で
語り、次の時代へ語り継ぐ。
また、調査と発表の技術を
習得する。

「南房総の自然と取水文化」
について現地調査と講義を行
う。

年４回
（実施日は話し合いで決定）

「南房総の鎮守の森調査」「安
房の山地の植物調査」につい
て現地調査を行う。

年４回
初講 6/13 9:00 ～ 16:00

（実施日は話し合いで決定）

「郷土の民俗芸能」について現
地調査と講義を行う。

年３回　初講 7/10
（実施日は話し合いで決定）

「放魚祭記念碑」について現地
調査と講義を行う。

毎月 1 回　
初講 6/14 13:30 ～ 15:30

（実施日は話し合いで決定・
人数により班別とする）

「文化財所在マップづくり」
について現地調査と講義を
行う。
　※会場 : 市立博物館本館

毎月第３水曜日
10:00 ～ 11:30

実　施　日

県立安房博物館客員
研究員　田村　勇氏

年４回　初講 6/6
（実施日は話し合いで決定）

「三山塔（碑）」について現地
調査と講義を行う。

年４回
（実施日は話し合いで決定）

日　　時
9:00 ～ 11:30
9:00 ～ 12:30
9:00 ～ 11:30
9:00 ～ 12:30
9:00 ～ 12:30
9:00 ～ 11:30

　

日
時
／
６
月
８
、
22
、
７
月

13
、
27
、
８
月
10
、
24
日
（
金
）

　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

30
分
か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

　
場
所
／
菜
の
花
ホ
ー
ル

　　
日
程
／
表
の
と
お
り

　
場
所
／
菜
の
花
ホ
ー
ル
、
野
外

　
講
師
／
吉
野
義
朗
氏

　
定
員
／
20
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　

費
用
／
300
円
（
保
険
料
と
し

て
）

　
締
切
／
５
月
30
日
（
水
）

初
歩
の
写
真
撮
影
教
室

ビ
ー
ズ
ク
ル
ー
教
室

　
北
条
地
区
公
民
館
で
は
、
６
月
か
ら
「
初
歩
の
写
真
撮

影
教
室
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
可
）」
と
「
ビ
ー
ズ
ク
ル
ー

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

問
合
せ
・
申
込
み
／
北
条
地
区
公
民
館
（
℡
24―

１
５
１
５
）

　
講
師
／
大
森
栄
子
氏
ほ
か
３
人

　
定
員
／
20
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
費
用
／
材
料
費
１
回
１
千
300
円

　
締
切
／
５
月
30
日
（
水
）

▼写真撮影教室の日程

写
真
撮
影
と
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
講
座
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6 月  6 日 ( 水 )
6 月 20 日 ( 水 )
7 月  4 日 ( 水 )

10 月 17 日 ( 水 )
11 月  7 日 ( 水 )
11 月 21 日 ( 水 )

集募

内　　容
講義
野外撮影
講義
野外撮影
野外撮影と講義
講義



　
外
国
人
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
と
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
外
国
の
こ
と
を
勉
強
し
た
り
、
料
理
に
挑

戦
し
な
が
ら
、
外
国
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
程
／
６
月
30
日
（
土
）
～
７
月
１
日
（
日
）
１

泊
２
日

　
場
所
／
清
和
県
民
の
森
ロ
ッ
ジ
村
（
君
津
市
）

　
対
象
／
市
内
の
小
学
５・６
年
生

　
定
員
／
20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

応
募
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
国
際
キ
ャ
ン
プ
参

加
希
望
の
旨
と
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

保
護
者
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入

し
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
締
切
／
６
月
５
日
（
火
）
必
着

　
参
加
費
／
２
千
円
程
度
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

※
６
月
25
日
（
月
）
に
、
保
護
者
同
伴
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

問
合
せ
・
申
込
み
／
〒

294―

８
６
０
１　

北
条

１
１
４
５―

１　

企
画
課
政
策
グ
ル
ー
プ
（
℡
22―

３
１
６
３
）

館山市図書館
℡ 22 － 0701

10:30 ～ 幼児
60 人

1 日
（金） おはなし会（幼児向け）

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

23 日
（土）

体験の森12ヶ月（参加費500円）
館山野鳥の森
℡ 28 － 0166

10:00 ～
15:00

20 人
( 小 3 以下

保護者同伴）

将棋教室 小学生以上 館山市中央公民館
℡ 23 － 3111

13:30 ～

おはなし会 館山市図書館
℡ 22 － 0701

14:00 ～ 小学生
60 人

パネルシアター入門教室「着色」

館山市中央公民館
℡ 23 － 3111

13:30 ～

16 日
（土）

プラネタリウム一般公開
「季節の星座『夏』」

一般
200 人10:30 ～

9 日
（土）

おはなし会 館山市図書館
℡ 22 － 070114:00 ～ 小学生

60 人

館山市中央公民館
℡ 23 － 311113:30 ～

将棋教室 小学生以上

小３以上
20 人

わんぱくコース
悌

ぶんがくコース
孝

毎日曜日
祝日

10:30 ～ 甲冑を着よう
（観覧料として小中学生 80 円、一般 150 円） 入館者 館山市立博物館

℡ 23 － 5212
しろやまコース

信

  2 日
（土） おはなし会 館山市図書館

℡ 22 － 0701
14:00 ～ 小学生

60 人
ぶんがくコース

孝

初めてのさかな釣り
防波堤からはじめよう

（大人 4,000 円、小人 3,500 円）
小学生を含む
家族 40 人

大房岬少年自然の家
℡ 33 － 4561

たいぶさコース
仁

2 日 ( 土 ) ～
3 日 ( 日 )
1 泊 2 日

13:30 ～

一般
50 人

大房岬少年自然の家
℡ 33 － 4561

たいぶさコース
仁

海藻押し葉教室

15 日(金)
県民の日 一般

20 人
安房博物館
℡ 22 － 8608

13:30 ～

24 日
（日）

  3 日
（日） 初夏の生物（参加費 500 円）10:00 ～

館山野鳥の森
℡ 28 － 0166

鳥となかよしコース
孝

鳥となかよしコース
孝

わんぱくコース
悌

ぶんがくコース
孝

わんぱくコース
悌

かがみがうらコース
智

野鳥観察会（無料）
各回 10 人
（全 5 回）

館山野鳥の森
℡ 28 － 0166

鳥となかよしコース
孝

9:00,10:00,
11:00,13:00,
14:00

小
学
５・６
年
生
を
対
象
に
国
際
キ
ャ
ン
プ

日程／表のとおり
塾長／渡辺一義氏（レクインストラクター）
対象／小学生とその親、家族 15 組程度 ( 応募多数の場合は抽選 )
参加費／傷害保険料、材料費など実費負担
締切／ 5 月 29 日（火）
問合せ・申込み／中央公民館 ( ℡ 23 － 3111)

たてやまパパママ子育て塾～自然の恵み体験コース～
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外
国
の
文
化
に
触
れ
て
み
よ
う

6 月 1 日 ( 金 )
18:30 ～ 21:00
6 月 23 日 ( 土 )
9:40 ～ 12:00
7 月 21 日 ( 土 )
4:30 ～ 9:30
8 月 25 日 ( 土 )
9:00 ～ 12:00

山のホタルを見に行こう！

初夏の牧場でお母さん牛の
乳しぼりと仔牛のほ乳体験！
定置網漁と魚のさばき方体
験！
野鳥の森でおもちゃ作り体
験！

子ども市民大学 6月のプログラム
問合せ／生涯学習課（℡ 22-3698）



　
　
　
ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険 

　

１
割
の
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

　
問
合
せ
／
保
険
給
付
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ
（
℡
22―

３
４
８
９
）

70

自
己
負
担
額
の
上
限　

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
利
用
者
の
自
己
負
担
額
は
１
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
同
じ
月
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額
の
合
計

（
同
じ
世
帯
内
に
複
数
の
利
用
者
が
い
る
場
合
は
世
帯
の
合
計
額
も
考
慮

さ
れ
ま
す
。）
が
高
額
に
な
り
、
上
限
額
を
超

え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
が
申
請
に
よ
り

「
高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
17
年
10
月
サ
ー
ビ
ス
提
供
分
以
降
は
、

一
度
申
請
を
し
て
口
座
を
指
定
す
れ
ば
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
該
当
す
る
場
合
は
、「
高

額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
」
が
自
動
的
に

振
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

表の見方：区分ごとに個人の負担上限額が決まって
います（①欄参照）。同じ世帯に介護サービスを利用
する方が複数いる場合には、全員の個人負担額の合
計額が世帯の負担上限額（②欄参照）を超えた場合
に高額介護（予防）サービス費が支給されます。

※

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

夜間救急・休日救急

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

安房医師会病院の小児科の診療は、毎週日曜日の 9:30 ～ 16:00
に、救急のみ診察します。祭日は、不定期ですのでお問合せくだ
さい。他の時間帯は、内科医による初期診療です。

【休日･夜間】
【休日】

赤門整形外科内科（市内）℡ 22 － 0008
鋸南病院（鋸南町）     ℡ 55 － 2125
鈴木内科クリニック（市内）℡ 22 － 8880
富山国保病院（南房総市）℡ 58 － 0301
東条病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1207
小田病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1128     
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　  ℡ 04 － 7092 － 2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）　　　　　
　　 　　　　 ℡ 04 － 7097 － 1221
鋸南病院（鋸南町）     ℡ 55 － 2125
館山病院（市内）　　　  ℡ 22 － 1122
富山国保病院（南房総市）℡ 58 － 0301         
東条病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1207
小田病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1128     
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　  ℡ 04 － 7092 － 2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）　　　　　
　　 　　　　 ℡ 04 － 7097 － 1221
鋸南病院（鋸南町）     ℡ 55 － 2125

【休日･夜間】

【休日･夜間】
【休日】

鴨川市立国保病院（鴨川市）　　　　　
　　 　　　　 ℡ 04 － 7097 － 1221
鋸南病院（鋸南町）　  ℡ 55 － 2125
東条病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1207
中原病院（南房総市）　  ℡ 47 － 2021
富山国保病院（南房総市）℡ 58 － 0301
鋸南病院（鋸南町）      ℡ 55 － 2125
赤門整形外科内科（市内）℡ 22 － 0008
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　  ℡ 04 － 7092 － 2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　℡ 04 － 7097 － 1221
小田病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1128     
館山病院（市内）　　　  ℡ 22 － 1122
富山国保病院（南房総市）℡ 58 － 0301
東条病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1207
小田病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1128     
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　℡ 04 － 7092 － 2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　℡ 04 － 7097 － 1221

 1 日（金）
 
 2 日（土）
 3 日（日）

 4 日（月）
 5 日（火）
 6 日（水）
 7 日（木）

 8 日（金） 

 9 日（土）
10 日（日）
11 日（月）
12 日（火）
13 日（水）
14 日（木）

15 日（金）

【休日･夜間】

　安房医師会病院は、平成 12 年から 24 時間 365 日の救急受入れ体制を 7 年間行ってきま
した。しかし、近年の医師不足により、現行の救急体制を維持することが困難となりました。
　医師が確保できるまで、夜間の外科系と内科系の医師 2 人体制の救急受入れは午後 10 時ま

【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

でとし、午後 10 時から翌朝 8 時 30 分までは 1 人体制で行います。そのため、疾患によっては十分な対応ができない
場合があります。また、軽症者が多数受診されると、重症者の対応が困難となります。午後 9 時 30 分以降の受診は、
一般、救急車とも原則として受診前に電話で連絡をお願いします。
　安房医師会病院以外の夜間救急は次のとおりで、夜間待機施設として午後 5 時から翌朝 8 時まで診療します。

　【自己負担の上限額】　　　　　　単位：円

区　　分 世帯の負
担上限額

一般世帯
（下記の区分に該当しない人）

37,200

24,600
合計所得金額と年金収入額の合

計額が 80 万円超
合計所得金額と年金収入額の

合計額が 80 万円以下
老齢福祉年金を受給している人

生活保護受給者
利用者負担を 15,000 円に減額するこ
とで、生活保護の受給者とならない場合

個人の負
担上限額

37,200

24,60015,000

15,00015,000

15,000

24,600

24,600

① ②

世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税

15,000 15,000
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16日（土）
17日（日）

18日（月）
19日（火）
20日（水）
21日（木）

22日（金）

23日（土）
24日（日）
25日（月）
26日（火）
27日（水）
28日（木）

29日（金）

30日（土）

ワン！

安房医師会病院
℡ 25 － 5111 

6 月

症状によっては対応できない場合もあります。判断できない場合
は、当日の夜間待機施設か安房郡市消防本部（℡ 22 － 2233）
へ問い合わせてください。



ハープの音色を満喫しよう！
【南総文化ホール主催で参加型のワークショップ】

　千葉県南総文化ホールでは、昨年に引き続き、参加型のワークショッ
プを開催します。
　今回は、ベストセラーになったＣＤ「ミラクルハープ」でお馴染みの
松岡みやびさんを招いてのワークショップです。「楽器体験コーナー」
では、アイリッシュハープやミニハープに触れることができます。誰で
も楽しく弾くことができるハープの魅力をお届けします。

日時／６月 16 日（土）、　開場 17：00、　開演 17：30
会場／市立博物館
定員／ 60 人予定（先着順）参加費無料
問合せ・申込み：千葉県南総文化ホール（℡ 22 － 1811）

６月のイベントインフォメーション

※　ギャラリーの観覧時間は8:30～17:00です。
すべて無料でご覧いただけます。

※各行事は主催者の都合により変更になることがあります。

４月 27 日現在の申込み分を掲載。
問合せ／中央公民館 （℡ 23 － 3111）

家庭倫理の会房総
安房南高等学校
館山ユネスコ協会

㈱松田屋
南総文化ホール

　11:20 ～ 16:30
　13:30 ～ 16:00
　13:30 ～ 16:00
　 9:00 ～ 18:00
　13:30 ～ 15:30 
　
　12:10 ～ 20:00
　
　 9:30 ～ 16:00
　13:00 ～ 16:30
　13:00 ～ 16:00

 2日（土）       
 3 日（日）
 7 日（木）
10 日（日）
12 日（火）

17 日（日）

22 日（金）
23 日（土）
24 日（日）

倫理講演会
安房南高等学校合唱コンクール
名作ファミリーミュージカル

「眠れる森の美女」
ヤマハエレクトーンステージ
ベスト・オブ・タンゴ

 3 日（日）
 7 日（木）
17 日（日）

24 日（日）
27 日（水）

有　料
無　料
有　料

無　料
有　料

期　日 催　　物　　名 使 用 時 間 帯 入場方法 主　催　者

小 

ホ 
ー 
ル

大 

ホ 

ー 

ル

　13:30 ～ 15:10
　 9:30 ～ 11:30
　14:00 ～ 16:00
　
　13:00 ～ 16:30
　18:30 ～ 20:30

第 23 回南房総三曲協会定期演奏会
第２５回ＬＭＡ音楽のつどい
健歯児童生徒審査会
第 5 回チャリティ友華会歌謡祭
千葉県指定保安講習

ライトミュージックフェスティバル
イン　アワ　2007
サウンドシグマ　春のうたまつり
いろおんぷ教室発表会
第 42 回日本の踊り（ゆかた会）

無　料
無　料
無　料
無　料
無　料

無　料

無　料
無　料
無　料

小･中学生の毛筆と硬筆の展示（安房書道会）14 日 ( 木 ) ～ 16 日 ( 土 )
催　　物　　名日　　程

　※　観覧時間は日によって異なります。詳細は中央公民館までお問合せください。

和紙ちぎり絵作品展（ポピーの会）
篆刻作品展（館山篆刻愛好会）
親子写生大会入選作品展（生涯学習課）

 5/29 ～ 6/11
 6/12 ～ 6/25
 6/26 ～ 7/ 9

日　程 催　　物　　名
問合せ／都市計画課 （℡ 22 － 3610）館山駅市民ギャラリー

コミュニティセンター

南総文化ホール ４月 23 日現在の申込み分の中より掲載。
問合せ／千葉県南総文化ホール （℡ 22 － 1811）
ホームページ　http://www.nanso-bunka.jp/

ギ
ャ
ラ
リ
ー

短歌･写真･絵画･押花･絵手紙
5 月 26 日（土）～ 6 月 6 日（水）

6 月 9 日（土）～ 6 月 20 日（水）

6 月 23 日（土）～ 7 月 1 日（日）

絵画・ちぎり絵・水墨画

光陽会南房総支部大作展

日程
催物名
出展者
日程
催物名
出展者
日程
催物名
出展者

鋸南町教育委員会

光陽会南房総支部

富山公民館

※申込書は市立博物館にも用意しています。
企画展「第 24 回岩崎巴人展」の会期を、
６月３日（日）まで延長します。
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６月の休館日／ 4 日、11 日、18 日、25 日

℡ 24-3333
℡ 22-3201
℡ 22-1398

℡ 22-5661
℡ 22-1811
℡ 23-4861
℡ 28-0822
℡ 22-3876
℡ 27-3425

℡ 22-5661
℡ 22-9866
℡ 55-2825
℡ 24-2480

℡ 04-7092-1353

南房総三曲協会　
ＬＭＡ合唱団　　　
健歯児童生徒審査会
友華会　　　　　　
千葉県ＬＰガス協会

ライトミュージックフェスティバル イン
アワ 2007（松田屋楽器店）　　
サウンドシグマ　　
サユリ会　　　　　
日本舞踊瑳川流瑳川会



こんなことあんなこと相談案内お気軽にどうぞ！
相談はすべて無料です。（結婚・介護相談以外は、土曜日曜祝日は休みます）

秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

心配ごと
（一般相談員による相談）
　日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　午前 10 時～午後３時

（専門相談員による相談）
　日時／毎月第１、第３火曜日
　　　　午後１時～午後３時
　対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　　１日４人まで
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会
　　　　　　　　　　（℡ 23 － 5068）

児童
　家庭関係・養育問題など　
　日時／毎日　午前８時 30 分～午後５時
　場所／家庭児童相談室
　　　　℡ 22 － 3496

精神保健
　不眠、イライラ、対人関係、認知症等の心配
　日時／ 6 月 5 日（火）・12 日（火）
　　　　19 日（火）・26 日（火）
　場所／安房健康福祉センター
　申込み／℡ 22 － 4511（予約必要）

結婚
　日時／毎月第１、第３日曜日
　　　　午前 10 時～午後４時
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　（℡ 23 － 5068）

介護
介護（予防）についての悩み、相談
日時／月～金曜日は 9:00 ～ 17:00
　　　土曜日は 9:00 ～ 12:00
場所／地域包括支援センター
　たてやま（長須賀 196 ℡ 25 － 7191）
　なのはな（長須賀 102-1 ℡ 22 － 1350）

乳幼児
　◎乳児健診
　日時／ 6 月 15 日（金）
　対象／４か月児
　受付／午後１時 30 分～２時 30 分
　◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／ 6 月 4 日（月）
　受付／午前 9 時 30 分～ 10 時３0 分
　◎１歳６か月児健康診査
　日時／ 6 月 7 日（木）
　対象／平成 17 年 11 月生まれ児
　受付／午後１時 10 分～１時 30 分
　◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
　日時／ 6 月 28 日（木）
　対象／平成 15 年 12 月生まれ児
　受付／午後１時 10 分～１時 30 分
　※場所は保健センター（℡ 23 － 3113）

家庭教育
　生活習慣、登校拒否、非行の相談など　
　日時／月～金曜日　午前９時～午後４時
　場所／中央公民館
　問合せ／℡ 23 － 3111

身体障害・知的障害

人権相談
　日時／毎週水曜日　午前 10 時～午後４時
　※祝日の場合は前日または後日
　場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　　　　人権相談室
　　　　　　　　（℡ 22 － 0620）

交通事故
　電話でも相談できます
　日時／毎日　午前９時～午後４時 30 分
　場所／南房総県民センター安房事務所内
　問合せ／℡ 22 － 7132

行政相談
国など、行政への苦情や意見、要望
日時／6 月13 日（水）午前 10 時～午後３時
場所・問合せ／市民相談室
　　　　　　　（℡ 22 － 3199)

消費生活
　商品やサービスの契約に伴う苦情・相談
　日時／ 6 月 7 日（木）・21 日（木）
　　　　午前９時～午後４時
　場所・問合せ／市民相談室
 　　　　　　　　（℡ 22 － 3199）

市民生活
　市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
　日時／毎日　午前９時～午後５時
　場所・問合せ／市民相談室
　　　　　　　　 （℡ 22 － 3199）

年金（予約制）
厚生年金など
日時／6 月 21日（木）午前 10 時～午後 3 時
場所／館山市役所　　　　　　
定員／ 50 人
予約受付開始日／ 6 月 1 日 ( 金 )
予約方法／電話または保険給付課国保年
金グループ窓口で、相談希望者の氏名、
生年月日、住所、基礎年金番号、相談の
概要などを申し出て下さい。
問合せ／保険給付課（℡ 22 － 3418）

●６月の古紙・紙パック収集日

○新聞、雑誌、ダンボールに分けて
　ごみ搬出場所へ
○雨でも収集します。濡れないように　
ビニールなどで覆ってください。
○紙パックは切り開き、洗ってたばね　
てください。
問合せ／環境課（℡ 22 － 3354）

午前 8 時 30 分までに出してください

住宅・建築相談
　住宅･建築に関すること、木造住宅の簡
易耐震診断、耐震補強、欠陥住宅など
　日時／ 7 月 11 日 ( 水 )　
　　　　午後 1 時～午後 5 時
　場所／市役所 3 号館 2 階会議室
　※簡易耐震診断･耐震補強は平面図（壁入り）
を持参してください。事前申込が必要です。
　申込み・問合せ／都市計画課計画グループ
　　　　　　　　　（℡ 22 － 3640）
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  古　紙
  3 日（日）
19 日（火）
10 日（日）
26 日（火）
  8 日（金）
24 日（日）
  7 日（木）
21 日（木）
  4 日（月）
18 日（月）
  5 日（火）
22 日（金）
  6 日（水）
20 日（水）

地 区 名

館 　 山

北 　 条

那古・船形

西岬・富崎

神　  戸

豊　  房

館野・九重

 紙パック

21 日（木）

  7 日（木）

14 日（木）

28 日（木）

14 日（木）

　日時／身体障害：毎月第１火曜日
　　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　　午後０時 30 分から
　場所／身体障害：伊賀整形外科クリニック
　　　　知的障害：田村病院
　申込み・問合せ／福祉課に必ず事前に申込
　んでください。（℡ 22 － 3492）



観光たてやま魅力再発見！ No.21 沖ノ島

　

２
月
か
ら
３
ヶ
月
間
に
わ

た
っ
て
展
開
さ
れ
た
「
ち
ば
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」。
館
山
市
で
は
城
山
公

園
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 　
４
月
21
日
に
は
、
城
山
公
園

や
里
見
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
な
ど

館
山
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
を

巡
る
「
八
犬
伝
ロ
マ
ン
紀
行
ハ

イ
キ
ン
グ
」（
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ
館
山
）
を
開
催
。
当
日
は
、

お
年
寄
り
か
ら
親
子
連
れ
ま
で

１
２
５
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
駅
か

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
へ
の
参
加
回
数

が
120
回
を
超
え
る
と
い
う
愛
好

者
も
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
、

10
・
８
キ
ロ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

 
　沖ノ島は、高さ 12.8 ｍ、面積約 4.6ha、陸地と砂浜で繋がっ
た周囲約 1km の小島です。南房総国定公園内にあり、約
8000 年前の縄文海中遺跡や北限域のサンゴ、ヤブニッケイ
やタブノキなどの照葉樹、多様な海岸動植物が共存し、貴重
な自然が残る無人島です。島をぐるっと探検してビーチコー
ミング（※）を楽しんだり、スノーケリングで水中観察もで

ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、

館
山
市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
！

数
多
く
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
は
、

里
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
行
委
員

会
の
皆
さ
ん
85
人
が
市
民
ガ
イ

ド
と
し
て
各
ポ
イ
ン
ト
で
の
説

明
や
湯
茶
の
お
も
て
な
し
を
実

施
。「
あ
と
も
う
少
し
」
と
声
を

か
け
る
な
ど
、
参
加
者
が
気
持

ち
よ
く
歩
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
笑
顔
で
案
内
し
ま
し
た
。

　
「
我
が
家
の
家
紋
が
里
見
家
と

同
じ
で
館
山
に
親
近
感
を
持
ち
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
』
に
続
い
て
２
回
目
の
参
加

で
す
。
館
山
は
い
い
と
こ
ろ
で
す

ね
、
ま
た
来
ま
す
」
と
千
葉
市
の

籏
野
さ
ん
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
赤
山
地
下

壕
が
印
象
的
だ
っ
た
」「
ガ
イ
ド

の
皆
さ
ん
の
説
明
が
分
か
り
や

す
か
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
声

と
あ
わ
せ
て
、「
歩
い
て
い
て
楽

し
か
っ
た
」
と
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

 
　楽しいお話をしながら、沖ノ島をぐるっと探検してみましょう。今まで知らなかった、気づかなかった
自然の営みや、きれいな貝殻との出会いは、きっと新しい海辺の楽しみを発見させてくれるでしょう。さ
あ、探検に出発です。  

◆ツアー概要：島めぐりと磯の生物観察、ビーチコーミング、漂流物
やサン　　　　　　　ゴ解説など
◆日程：5/27、6/3、10、17、24 の各日曜日
◆時間：10：00 ～ 12：30 及び 13：30 ～ 16：00
◆定員：各 20 人
◆参加費：1,500 円（小学生以上）
◆申込み：ＮＰＯ館山・海辺の鑑定団（℡ 0470-23-5772）
　　　　　※前日 20：00 までにお申し込みください。
◆注意事項：暖かい服装と砂浜を歩けるシューズでご参加ください。

※　ビーチコーミングとは：海岸に打ち上げられた漂着
物を観察したり、拾い集めたりして楽しみながら海岸を

 沖ノ島無人島探検・・家族で楽しめる自然と不思議を巡るエコツアー ・・

※沖ノ島に地球にやさしいバイオトイレを新設しました。詳細は 5 ページをご覧ください。

散歩することを言います。「コーム」は髪の毛をとかすのに使う「櫛」が語源。ビーチコーミングは小
さな「宝探し」。ゆっくり海を感じながら海岸を歩いて自分だけの「お宝」を見つけてみましょう。

タカラガイ見つけた

きます。

たてやま

▲駅からハイキングの受付風景

▲市民ガイドから赤山地下
壕跡の説明を受ける参加者

沖ノ島遠景
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